





諸国であるが, この 4 国の状況を見てみると,





















インドは世界第 2 位の 12 億人の人口3と豊か
な資源を抱え4, 限りない成長可能性を抱えな
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表－1 BRIC's 各国の 2008 年販売台数トップ 3 (中国は 07 年)：▼が非既存有力企業
インド ブラジル ロシア 中国
企業名 販売シェア 企業名 販売シェア 企業名 販売シェア 企業名 販売シェア
1 位 ▼スズキ 35％ Fiat 23 Lada* 23 ＶＷ 15
2 位 ▼TaTa 25 VW 22 GM 7 ＧＭ 8
3 位 ▼現代 12 GM 20 ▼GAZ 6 ホンダ 7













り, GDP に占める製造業の比率は 29％と, 中
国, タイのそれぞれ 49％, 46％と比べ異常に















げて来た｡ Heritage Foundation とウオール
ストリートジャーナルが発表する 2010 年度版
の Index of Economic Freedom におけるイン
ドの腐敗 (corruption) 指数は, 図 1 に示す通
































述べてきたが, 1991 年通貨危機を契機に, そ
れまでの社会主義的経済鎖国体制を解消し, 関
研究ノート
CHUKYO KEIEI KENKYU Vol. 20 No. 1・2208











を結ぶ国道 (Golden Quadrilateral, 黄金の四
インド自動車・自動車部品産業の現状
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図 2 インドの道路インフラ整備計画
出典：インド政府 Ministry of Road Transport and Highways ホームページより 2010, 1／26 ダウンロード)
辺形) と, デリー・バンガロールを通ってイン
ドを南北に縦断する North-South Corridor,




勿論, GDP を国民 1 人あたりで比較してみ
ると, 2007 年時点で, 日本 3 万 7790 ドル, 中
国 2370 ドル, インド 950 ドルとまだまだ大き
な格差は存在するが, 21 世紀に入り, 年平均
GDP 成長率 8％前後の安定した成長軌道に乗





198 万台に達した｡ 得てして, インド市場はま
だまだ発展途上市場の 1 つと見られがちである
が, また確かに発展途上にある事は事実ではあ
るが, 198 万台と言うのは, 既にカナダ・スペ
イン・韓国等の中堅市場をしのぐ世界第 10 位
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図 4 インドの自動車市場推移 (万台)
出典：世界自動車統計年刊 2009

















当たりの GDP15 は, 日本
の 20,755 ドルに対し, 中
国 4,197 ド ル , イ ン ド
2,001 ドルで, それぞれ,
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なかった16｡ 1983 年, インド政府の要請に応じ
てスズキが Maruti Udyog 社 (現 Maruti















化政策であった｡ GM と Ford が 1996 年に進






1940 年代に設立され, 統制経済下では, 商用
車 生 産 を 割 り 当 て ら れ て い た TaTa と
Mahindra & Mahindra が存在感を示してい
る｡ TaTa Motors はリライアンス, ビルラ,
とともにインド 3 大財閥の一角をなすタタ財閥
の中核企業で, 商用車販売では 60％のシェア
を誇っていたが, 1998 年に Indica を開発し,
乗用車市場にも参入した｡
主要自動車メークは, 第 1 節で概説したイン






部品工業会 (ACMA) の会員企業は 570 社あ







れてきたため, Bharat Forge Ltd (鍛造),
Amteck Auto Ltd (鋳鍛造) 等の既に世界メ
ジャー入りした企業を始めとする大手だけでな







前述の通り, スズキ, TaTa, 現代と言う異色
な顔触れが並んでいることが解る｡ (図 6)
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マツダ 83 (05 撤退)
















なり, 明らかにインド市場は, 小さい車, イン




































図 6 08 年インド自動車販売シェア
出典：｢インド自動車・部品産業 2010 ｣
FOURIN 社より筆者作成

































一方, インドでは, 若干風景が異なり, 消費
者の ｢他｣ への関心が, 特徴的に低い様に見え
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図 9 08 A 1＋A 2 販売シェア
出典：前掲書より筆者作成
図 10 日本の普通小型と軽乗用車販売台数 (千台)
出典：｢自動車統計年報｣



























い｡ Kumar は ｢インドには共通の文化は存在
しない｡ インドは無数の宗教, カルト, カース
トと 1700 以上の言語を持つ国である｣ と述べ
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図 11 日本市場外板色％










てアバナシーが ｢脱成熟化 (De-Maturity 25)｣
と言う言葉で, 70 年代から 80 年代にかけての
BIG 3 の凋落と日欧, 特に日本メークの勃興を
解き明かした (Abernathy, Clarh, Kantrow
1983)｡ また, クリステンセンも, 既存有力
企業没落のメカニズムを ｢イノベーションの



















1 2008 年度の世界 77 カ国における総生産台数
はトヨタグループ 8767 千台, GM グループ
7499 千台で, 始めてトヨタが世界 No 1 となっ
た｡ ただし, VW とスズキの提携をグループ化
と見るのは, いささかジャーナリスティックに
過ぎるが, あえてこれを合算すれば, トヨタグ
ループは第 2 位になる｡ 『世界自動車統計年刊
2009』




ンツ・BMW を加えた 12 社を既存有力企業と定
義する (尚, ここでは, FIAT と GM, FORD
とマツダは別会社として扱った)
3 2007 年度の時点で, インドの総人口は 11 億





07 年世界産出量のうち, 鉄鉱石は 10.8％, ボー
キサイトは 9.7％を占めている｡ また, レアメタ
ルについてもマンガン・クロムの埋蔵量が豊富
とされている｡ (前掲書)
5 Mark Tully and Gillian Wright (2002),
“India in Slow Motion”, Penguin Books
6 アメリカの政治学者, Cohen は ｢インドはい
つも台頭しつつあるが, 実際には台頭しないよ
うに運命付けられているのではないかと, 尋ね
てみたくなる (訳書 P 14)｣ と述べている｡
Stephan P. Cohen (2001)“India: Emerging P




の 2 代目 S. L. Kirloskar の自伝にも紹介されて
いる｡ S. L. Kirloskar (1982) 74-75 頁
8 2008 年数値｡ 世界銀行 HP よりダウンロード｡
9 インド経験の長い, スズキでさえも, 近年
(2000 年) に至ってもストライキを経験してい
る｡ 鈴木修 (2009) 『俺は中小企業のオヤジ』




10 Edward Luce (2006),“In Spite of the Gods”,
Little, Brown (田口未和訳, 『インド厄介な経済
大国』 日経 BP 社), 訳書 40 頁｡
11 08 年度の販売台数上位 10 国は, 米国, 中国,
日本, ドイツ, ロシア, ブラジル, フランス,
英国, イタリア, インドである｡ 『世界自動車統
研究ノート
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計年刊 2009』
12 たとえば, インド政府の ｢Automotive Mis-
sion Plan 2006-2016 (P 25-26)｣ は 2016 年まで
に自動車部門の対 GDP 比を倍増し乗用車では
世界第 7 位, トラックでは第 4 位の国になる事
を目指している｡
13 『世界国勢図会 2009／10』
14 日本市場のデータは 『自動車年鑑』 各年度版
による｡
15 Angus Maddison 教授の HP より, 2009 年 11
月ダウンロード｡
16 Hindustan Motors, Premior Automobiles,
Herald Standard の 3 社がそれぞれ, Morris
(英), Fiat (伊), Triumph (英) の旧モデルを
生産していた｡ Hindusutan Motors の Ambas-
sador は 1956 年式の Morris Oxford で, その
後様々な改良を加えられはしたが, 基本設計は
同じまま 2002 年まで生産を続けた｡ インド自動
車産業の歴史については, 友澤 (1991) も参照
されたい｡
17 2008 年のスズキの販売実績は, インド 698 千
台, 日本 670 千台である｡ 『インド自動車・部品
産業 2010』 p 71









20 河野, 伊藤 (2008) P 14, 尚, 2010／1 時点
の ACMA ホームページ記載による会員数は 592
となっている｡
21 現地企業のレベルについては, 企業間格差は
大きいが, 前掲書 P 9 が, ｢インド企業が直面し
ている技術・品質上の問題は製品の表面不良,
寸法不良など, 日本の部品メーカーが 80 年代に
抱えていた問題と同等レベル｣ ｢(しかし) 自動
車部品の業界では, 機械の NC 化が急速に発展





22 Belzowski etal. (2007) P 14, はインドには
約 500 社の大手部品メーカー (売上の 85％) の
他に, 約 5000 社の中小部品メーカーがあるとし
ている｡
23 ちなみに, 5 年間の平均構成比に対する各年
度の乖離率の標準偏差をとってみると, 日本の
0.064 に対しインドは 0.008 で, 流行 (周り) に
左右され難いインドと言う傾向が読み取れる｡
24 Belzowski etal. (2007) は, インドの消費者
は動かなくなるまで商品を使い切るため (scar-
city use), 安い中古車市場が構成されず, 小型
車へのニーズは高い, とのインド業界トップの
言を取り上げている｡
25 Abernathy et al.. (1981) では“rejuvenation”
と表現している｡
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矢野恒太記念会 (2009), 『世界国勢図解 2009／
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